


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































馴判具穰諜旦ＯｆＩ 0 ９ × 
国際労働基準の基本性格
三○
諸国の過半で批准していて日本で末批唯なものは、一○五号、一四号、一一号であるｑ
要
す
る
に
、
す
で
に
述
べ
た
人
権
保
障
的
傾
向
と
競
争
条
件
均
等
化
の
困
難
と
い
う
国
際
的
傾
向
は
こ
こ
で
も
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
る
が
、
日本の場合、一○五号、二一号の未批准は、この傾向から乖離していると言えよう。世界的に批准率の低い労働時
間関係条約の中で、工業における週休制（一四号）は、先進国では、一一○年代から三○年代に批准し、発展途上国は
最近でも批准している。先進国の現代の水準としては時代遅れであろうが、休息権に関する基本的なものと考えられ、
日本の未批准はやはり世界的傾向からの乖離を示すと考えられる。
国
際
労
働
基
準
が
各
国
に
影
響
を
及
ぼ
す
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
ま
ず
、
批
准
と
関
わ
り
な
く
国
内
の
立
法
や
団
体
交
渉
の
基
準
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
条
約
批
准
前
後
に
国
内
法
の
改
正
整
備
が
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
適
用
に
関
す
る
監
視
が
厳
格
化
し
た
た
め
、
（釘）
批
准
又
は
当
該
国
に
つ
い
て
発
効
前
に
国
内
法
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
き
た
。
第
三
に
は
、
批
准
後
、
監
視
機
構
の
指
摘
に
よ
っ
て
国
内
法
等
と
の
矛
盾
を
な
く
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
国
際
協
調
の
精
神
か
ら
い
っ
た
ん
批
准
し
た
条
約
は
ま
れ
に
し
か
廃
棄
さ
れ
ず
、
批
准
後
は
国
内
法
等
の
下
支
え
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
第
一
の
タ
イ
プ
の
影
響
と
し
て
、
労
働
基
準
法
の
制
定
に
あ
た
っ
て
、
八
時
間
労
働
制
、
有
給
休
暇
制
等
が
と
も
か
く
も
導
入
さ
れ
た
こ
と
や
、
労
働
組
合
の
時
間
短
縮
要
求
で
Ｉ
Ｌ
Ｏ
基準が引用されてきたこと、国際労働基準で新たに社会政策に登場してきた有給教育休暇制について、これまで奨励
的な行政態度がとられてきたことなどを例示できる。ＩＬＯ勧告で国際的にも影響力が大きかったものとしては、母
（記）
性保護、年次有給休暇、四十時間労働制、雇用の終了などがあげられる。
各
国
と
も
第
二
の
タ
イ
プ
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
批
准
前
に
漸
次
改
善
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
際
監
視
機
構
の
側
で
も
影
響
を
（羽）
正
確
に
把
握
で
き
な
い
。
日
本
で
は
、
脱
退
一
別
に
お
い
て
も
批
准
に
対
応
す
る
立
法
を
行
な
っ
て
き
た
。
現
在
、
国
際
条
約
批
准
前
に
国
内法を整備する慣行が定着しており、このタイプの影響が明瞭である。しかし、この慣行は、現在経験しつつある、
婦人差別撤廃条約と男女雇用機会均等法案審議のように、国際的なコミットメントが先行して国内の政策変更が行な
われる事例に徴すると、ＩＬＯのいう社会進歩を遅らせることになりかねない。この慣行は、また、宣言的条約の批
准を日程に上りにくいものとする可能性をはらんでいる。一九六九年の専門家委員会報告は、日本政府が一一三号条
約を批准できない理由として生産的で自由な完全雇用は貨幣、財政、産業分野における行動により実現されるもので、
明確に定義できないとの理由をあげたと報告している。条約の意味における完全雇用は明確にとらえ難く、また、経
済
財
政
政
策
等
と
関
わ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
監
視
を
う
け
る
条
約
の
批
准
を
篇
曙
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
①
の
二
一号は人権関係の条約であるとともに宣言的条約である。雇用における差別待遇廃止は各国とも長期的政策努力を必
要とする課題であり、批准前に条件を整えるとすれば批准は半永久的に不可能となろう。
前記の慣行によって、日本では第三のタイプの影響は起こりにくく、忠実に批准条約を遵守する国とみなされてい
る
。
事
実
、
条
約
勧
告
適
用
委
員
会
の
指
摘
も
少
な
い
。
し
か
し
、
八
七
号
条
約
と
関
連
し
て
消
防
職
員
の
団
結
権
が
久
し
く
問
題
と
さ
（⑭） 
れている。人事院勧告の取扱について結社の自由委員会で問題が指摘されている。このように、条約遵守に忠実な日
本の場合にも公務員の労使関係では、国際基準と国内の制度および運用との間に摩擦がある。
重要条約で未批准の一○五号条約は、公務員の一定の行動が刑事罰の対象となることが、批准できない主な理由と
推定される。公共部門の団結権に関して発生した八七号条約批准問題は、戦後におけるＩＬＯと日本との間の最も大
きな争点であった。条約の批准としては解決したわけであるが、公務員の労働基本権をめぐってはなお、国際労働基
準との乖離や摩擦を生じているわけである。
国際労働基準の基本性格
一一一一
国際労働基準の基本性格
一一一一一
ＩＬＯは、国連専門機関であることと、そのイデオロギーである多元的国家観や西欧的民主主義のモデルによって、
基本的人権を重視するとともに、公共部門・公務労働者について国家から独立の主体を認める志向を示してきた。団
結権を制限される公務員もできる限り狭く限定しようとしている。戦後の日本政府の指導者は、その性格上、右の基
本理念にコミットしているとは言えず、これが公務・公共部門における乖離と摩擦を生ずる主な背景となってきたと
考えられる。公務・公共部門以外を含む一般の人権についても同様である。日本政府が、技術協力・職業訓練などの
（虹）
面
で
、
ｌ
経
済
発
展
へ
の
寄
与
の
面
で
ｌ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
積
極
的
に
協
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
で
あ
ろ
う
．
こ
こ
で
は
、
ＩＬＯの国際協調の理念にコミットしていると言えよう。しかし、ＩＬＯの理念は同時に、一九一一一○年代以来経済発
（⑫） 
展を社会進歩の手段として位置づけることであった。国内においても、生産性優先や集団主義の価値基準から、個人
の基本的人権や休息に関する政策が、無視されるのではないとしても第一一義的に取扱われてきた事情と照応すると考
最後に⑤の一四四号条約について。この条約は、三者構成の原則を国内におけるＩＬＯ諸手続に適用するものであ
る。国際労働基準と加盟国の社会政策とを緊密化する効果を目指したもので、ＩＬＯ側としては重要な条約である。
国際労働基準について討議した第七○回総会でも事務局長が各国による批准を訴えた。日本では、同条約が予定する
ようにＩＬＯ条約。勧告について、システマティックに検討してきたとは言えない。条約批准の時期的な波がみられ
るのもこのような事情があろう。
憲章にもとづいて加盟国は、総会後、新たに成立した条約・勧告を権限ある機関（国会）に提出する義務があり、
日本でも履行しているが、実質討議は行なわれない慣行である。労働省に三者構成の国際労働問題連絡会議があるが
えられる。
事務的打ち合わせを中心とする運営に終っている。労働組合の闘争によって八七号条約、最低賃金に関する一一条約が
（蛸）
批准されたことは、ＩＬＯ側からみても顕著な経験であったらしい。これは、その時々の国内的必要に応じてＩＬＯ
条約・勧告が利用されていることである。このような関係は、ＩＬＯの主要機能である国際労働基準の分野で、「労働
外交」はあっても国際協調に欠けることであって、ＩＬＯの政策の重点、国際労働基準の体系等が国内に周知されず、
また、批准の緊急性がないため、先進国の社会政策に示唆の多い勧告も放置されるといった事態を避けられない。
一四四号条約は、国際的雇用関係のルールを決定する過程と国内における対応する過程を連結する手続的ルールで
あ
っ
て
、
こ
れ
が
選
択
さ
れ
れ
ば
、
日
本
は
国
際
労
働
基
準
に
関
し
て
単
な
る
労
働
外
交
か
ら
国
際
協
調
の
方
向
へ
移
行
す
る
こ
と
と
な
ろう。
（注）
（１）国際労働基準（旨（の目昌・目二号・貝のＢｐｓａの）は、通常、国際労働法を意味している。しかし、法的拘束力のない技
術
的
指
針
な
ど
も
含
め
る
こ
と
が
あ
る
。
バ
ル
テ
ィ
コ
ス
に
よ
る
と
、
国
際
労
働
法
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
憲
章
、
条
約
、
勧
告
、
監
視
機
構
に
よ
る
判
例
のほか、欧州会議の文書、ＥＣの基準、地域文書、二国間条約で労働に関するものである。ニコラス・バルティコス「国際
労働法」Ｒ・プランパン編、花見忠監訳『労働問題の国際比較』（日本労働協会、昭和五八年）所収。
（２）ここでは一九五五年頃までの日本の社会政策学およびこれを引き継いだ理論をいう。
（３）今城義隆「国際社会政策の構造と体系ｌＩＬＯと日本の社会政策」『社会政策』叢書編集委員会編『国際化する労働
問題と社会政策』（啓文社、一九八四年）所収。
（４）同書一三一ページ。
（６）服部英太郎『社会政策総論』服部英太郎著作集第六巻（未来社、一九六七年）二九六ページ。
国際労働基準の基本性格
問題と社会政策』｜
（４）同書一三一ぺ，
（５）同書二ページ。
－ 
－ 
＝ 
一
一
国
際
労
働
基
準
の
基
本
性
格
三四
（７）ダンロップの理論は、一国レベルまでを取扱っているが、「超一国レベル」に適用する試みも、森五郎等によってなさ
れている。しかし、これは多国籍企業を扱うものであった。そのように限定するのは政府を労使関係の主役とみなさないこ
とによると考えられる。森五郎編著『日本の労使関係システム』（日本労働協会、一九八一年）
（８）ダンロップが、研究休暇でジュネーブに滞在中に、閂『言いミミ容言ご冒口房註冒②．］の田を書いたことは興味深い。彼は、
ＩＬＯ事務局を情報源として利用した模様であるが、その活動を日常担っているＩＬＯ職員は三者構成の原則等を暗黙に想
一定して資料収集、整理、伝達したであろうと推測される。
（
９
）
飼
手
真
吾
、
戸
田
義
男
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
国
際
労
働
機
関
』
改
訂
版
（
日
本
労
働
協
会
、
一
九
六
○
年
）
四
一
’
四
六
ペ
ー
ジ
。
（、）今城義隆、前掲論文。
（ｕ）吾郷真一「隠された人権保障ｌ強制労働に関するｌＬｏ条約による国際人権保障」『ジュリスト』七八六号．
（辺）長谷川順子「国際労働機関（ＩＬＯ）における人権保護」、高野雄一他編『国際人権法入門』（｜一一省堂、一九八三年）所
（Ⅲ）ニコラス・バルティコス箸、吾郷真一訳『国際労働基準とＩＬＯ』（一一一省堂、一九八四年）四一’四一一ページ。
口
）
飼
手
・
戸
田
、
前
掲
書
、
五
九
’
六
七
ペ
ー
ジ
。
（唖）花見忠『ＩＬＯと日本の団結権』（ダイヤモンド、一九六三年）六四’六九ページ。
（旧）パルティコス、前掲書、二一一一’一一一一ページ。飼手・戸田、前掲響九一’一○二ページ。
（Ⅳ）約六○の条約で協力・協議の規定がある。円Ｐ冒‐＆恩忌詞蔓、ミミ閂ミミ苫ミミミドｇ・ミ、ニミミ畳の国】①一一句同こ］、一ｍ
￣へ〆■へ〆￣､グー､
収ご巴迎且
。
（旧）唐。）早巷ミミ、の冒吻ミ『貝（§（『ミミミ戴冒ミドｇＣミの『§冒菖『）》のミミミ、ミご亀ご《言ロミミミ（（馬旦向ご弓房§《言匹已‐
豆へ日迂ミーミロ◎ミミミ爵ロミごｇミミ、ミミご菌・］①缶）己。ご）己閂・の「・
（四）バルティコス、前掲書八，’一七ページ。および注（Ⅳ）の資料。なお後者は社会正義（尊厳、よりよい労働・生活条件、
人権など）が主目標であるとしている。
ｚ○ぐの日ワのＨ］①「吟．
（卯）閂Ｐ誉‐国ｇ暮辱ミミミ向・も閂・ロ・
（羽）胃Ｐ宛＆ミ《＆二言ロミミミーの§、ョ（・］の詮・ロ・函」・
（別）ＧＡジョンストン・久野木行美他監修『国際労働機関』（日刊労働通信社、昭和四八年）七九ページ。
（弱）円Ｐ二⑯雪盲旦胃・》つつ・函〕‐窟・
（記）再加盟翌年の一九五二年、衆参両院で批准促進の決議があった。ＩＬＯ創立五○周年の頃ＩＬＯとしての世界的批准促
進の動きがあり、ジェンクス事務局長来日の際、働きかけがあった。労働省が「労働外交」をこの頃より主張するようにな
り、また産業界にも貿易摩擦を避けるため批准を促進すべきだとの意見があった（大原社会問題研究所『日本労働年鑑』Ｉ
ＬＯの項、各年次）。労働運動もこの頃批准促進を目標に活動した。
国際労働基準の基本性格
三五
（皿）ご丘．ごロ・四画－路．
（皿）ＨＰＰ曰意［曽盲ミミ『ミミ菖貝ご琶巳Ｃ・ミ⑮員忌冨口畳門ＲＳ冒冒ミミご言．］①「９℃・』ｍ・
（妬）】豆。．ご己・ヨヨー、］〉器－ｍの．
（肥）唇Ｐミー烏》二用、ミ、ご貝Ｐｂ閂．、］・
（、）閂Ｐ。】『ミミヨミご菖旦崗弓§「の冒言＆百二詩》国ヨロロロ・》］①⑭画》己己・ｍｍ１ｍの・閂Ｆ○・局黄‐烏》（守門８（ご亘同・》己四円．』函・
（肥）バルティコス、前掲書五五Ｊ’五六ページ。
（別）胃Ｐご「号、忌詞８（§国。．□貝・仁・
（釦）］ケ三・℃四局・のｃ・閂伊○》弓言『§ＣｐａａＳ・ロロ・函、ｊくいの。
一別）柳川和夫ＴＬＣ紹介ｌ設立趣旨とⅡＬｏの中の日本」『学習のひろば』一九八四年一○月号
（皿）閂Ｐ用こミ『＆『言、『「Ｒご雫Ｉのミミミ〉閂己（の日日］Ｃ昌一旧ｇｏ貝○○ヨ①円の口、の『三ケの①のの】目」の段〉己．①．
（型）田中良一「国際労働基準の普遍性の堅持を」『世界の労働』第三四巻第八号
（卵）倉国三内の己・〕’（。（岳の。Ｓ量長甸自ｑ○二日の目昌○昌一臣ロ・日の国二ｍ己のご○副昌己ミミミ》ごミミ冒罵．ご・］・伊〆目
の①国田少．
付記本論文は、文部省科学研究費補助金一般研究Ｂ（昭和五九年度）によるものである。
（咄）閂伊○画目言閂ミ、ロミミ（・・己・眉
（岨）バルティコス、前掲書一五
（羽）菊池勇夫『世界の中の労働法』（一九七一年、一粒社）四四’四六ページ。また結社の自由を掲げる憲章により、労働
組合を公認する方向に転換した。
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家委報告における労働組合運動の権利」『経済評論別冊労働問題特集号５結社の自由と団体交渉』所収
（ｕ）例えば、第七○回総国におけるピジティング・ミニスターの発言。関英夫「基準の設定に当っては幅広い配慮を」『世界
の労働』第三四巻第八号。
（胡）
（Ⅳ）閂円○画目言『》菖、ロミ、吾・巳・函Ｐ己．②①
●
●
 
己
・
ぐ
旨 ず己．〉己』Ｃ・目田。》局言
国際労働基準の基本性格＆画、（書記皀忌＆⑮へら．》己四円．』①
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